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       令和７年度 函南町各種会計歳入歳出決算及び基金運用状況の 

       審査意見書の提出について 

 

 

 

 地方自治法第233条第２項及び同法第241条第５項の規定により審査に付された令和７年度

函南町各種会計（一般会計及び６特別会計）歳入歳出決算及び関係書類、基金運用状況並び

に地方公営企業法第30条第２項の規定により審査に付された令和７年度函南町公営企業会計

の決算及び関係書類について審査したので、次のとおり審査意見書を提出します。 

 

 

 

 

   １．令和７年度 函南町一般会計、特別会計歳入歳出決算審査意見書 

 

   ２．令和７年度 函南町定額の資金を運用するための基金運用状況審査意見書 

 

   ３．令和７年度 函南町公営企業会計決算審査意見書 
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   ウ 基金の運用状況 

     財政調整基金ほか12の基金運用状況は、元加積立金845,826円、新規積立金

385,000,000円、取崩し額925,153,000円、年度末基金の総額は1,645,243,857円で、

年度当初基金額と比べて539,307,174円(24.7％)の減額となった。(別表第4) 

 

   エ 地方債現在高の状況 

     一般会計地方債発行額は949,600,000円、償還額は元金942,611,279円で、令和７

年度末現在高は9,727,126,525円となり、前年度末と比べて6,988,721円(0.1％)の増

額となった。令和７年度に発行したものは、公共事業等債、学校教育施設等整備事

業債、一般単独事業債、財源対策債であった。(別表第5) 

 

   オ 合算の決算状況 

     一般会計及び６特別会計の合算から他会計繰入金等を除いた歳入総額は

23,643,530,025円で、前年度と比べて1,076,635,966円(4.8％)の増額となり、合算

から他会計繰出金等を除いた歳出総額は22,937,423,283円で、前年度と比べて

1,122,348,116円(5.1％)の増額となった。また、その差引額は706,106,742円で、前

年度と比べて45,712,150円(6.1％)の減額となった。(別表第6) 

 

   カ 経営状況 

     歳入決算額から歳出決算額を差し引いた形式収支は576,086,782円で、翌年度に繰

り越すべき財源29,607,000円を控除し、前年度の実質収支612,944,746円を差し引い

た単年度収支は、66,464,964円の赤字であった。また、実質的な黒字要因である財

政調整基金積立金380,845,284円を加算し、赤字要因である財政調整基金取崩額

641,107,000円を差し引いた実質単年度収支は、326,726,680円の赤字であった。 

     地方公共団体の財政力を示す財政力指数(3か年平均)は0.69で、前年度と比べて

0.02ポイント減少し、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は95.4％で、前年度と

比べて2.0ポイント増加した。また、財政負担の状況を示す実質公債費比率(3か年平

均)は5.3％で、前年度と比べて0.1ポイント増加した。 

 

   財政指標 

 

区 分 算出方法 指数等 令和７年度 令和６年度 

財政力指数 
基準財政収入額 

基準財政需要額 

数値 0.69 0.71 

増減 △0.02 △0.01 

経常収支比率 
経常経費充当一般財源 

経常一般財源 

数値(％) 95.4 93.4 

増減 2.0 1.9 

実質公債費比率 
地方公共団体の財政の健全

化に関する法律による 

数値(％) 5.3 5.2 

増減 0.1 0.1 
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